
第２回 

１ 府中と品川を結ぶ古代の「品川みち」を素材に、古代～中世の歴史を問う問題。 

問１ 府中にあった国府には武蔵国を治めた役所があったので、中央からここに派遣され            

  た役人が国司であることが分かる。 

問２ 地方の特産物として布を納めていたのが調布の地名の由来 

問３ 私有地が荘園であることが分かれば、税を納めない特権が不輸の権であることも分 

  かる。 

 

２ 品川と関わる人物を素材に主に幕末以降の近代史を問う問題。 

問１ （１） 坂本龍馬、板垣退助、山内豊信は幕末から明治にかけて活躍した土佐藩の 

      人物 

   （２） 砲台建設の前年である１８５３年にペリー（黒船）が来航している。 

   （３） 大政奉還が行われた背景と内容を正しく理解しているかを説明させる問 

      題。政権を朝廷に返すと書いた場合の「廷」を「延」と書いた間違いが多数 

   （４） 板垣退助の業績について、（ア）は 1874年、（イ）は 1873年、（ウ）は 1868 

      ～69年、（エ）は 1881年の出来事である。  

   （５） （ア）は吉田茂、（イ）は佐藤栄作、（ウ）は池田勇人、（エ）は田中角栄 

問２ （１） 賀茂真淵の弟子が本居宣長であると書かれているので、朱子学者ではなく 

      国学者であることが分かる。 

 

３ 日本の国土と自然を題材とした問題 

問２ 【あ】 日本の面積はおよそ 38万㎢であることから、計算して求めていく。 

問４ 100年前とは 1917年、第一次世界大戦中のことである。19世紀末から第一次世界 

  大戦にかけての日本の歴史について想起してみる。19世紀末から、日本は日清戦争後 

  の下関条約で台湾を、日露戦争後のポーツマス条約で南樺太を獲得し、韓国併合によ 

  って朝鮮半島を手に入れた。そのため、日本は現在の国土面積よりも「広い」のであ 

  る。具体的な出来事や地名がどれだけ出てくるかがポイントである。 

問６ まず、「森林にはさまざまな役割があります」と問題文にあることから、さまざまな 

  役割を出来るだけ多く考えてみます。そして、次に「緑のダム」とあるように、「ダム」 

  についてどのような役割があるかを考えます。この二つが合致したものが答えとなり 

  ます。 

問７ 奈良県と隣接する４府県とは、京都府・大阪府・和歌山県・三重県である。 

   （１） 熊野筆は広島県、南部鉄器は岩手県、有田焼は佐賀県、西陣織は京都府で 

      ある。 

   （２）・（３） 2015年に世界農業遺産として、みなべ・田辺の梅システム（和歌山 

         県）、清流長良川の鮎（岐阜県）、高千穂郷・椎葉山の森林保全管理が 

         生み出す持続的な農林業と森林理想郷（宮崎県）の３件が登録された。 

         もちろん、この事実を知らなくても設問文および他の地理の知識から 

         解答可能である。 

 

 

 

 

 



４ 資料(文章、グラフ)を読み取る力を測る問題 

問１ 日本の歳入に関するグラフを読み取れるかを問う問題。 

問２ 時事問題と、グラフを組み合わせて考えられるかを問う問題 

問３ ２つのグラフの内容を合わせて、その内容を読み取れるかを問う問題。 

問４ 問題のリード文をいかにきちんと読み取れているかを問う問題。また、その内容を 

  端的に文章化できるかという能力を問う問題。 

 

 

 

 


